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チャボガヤーイヌブナ群集の群落分類に関する覚書  

大野 啓一1）・池田  正1）  

A Note on the Syntaxonomy of the Torreyo－Fagetum japonicae  

KeiichiOHNOl）and TadashiIKEDAl）  

Synopsis  

Japanese beech（Fag乙↓SjaponicaMaxim．）forests onthe Chugoku mountains were  

Classifiedinto severalvegetation units by means of multidimensionalsyntaxonomy．  

Through phytosociologlCalsyntaxonomy，We reCOgnized the recurrence of a pattern  

Of Torreyo－Fagetum］apOnicae．Thisis composed of severalhigher orlower units  

in a hierarchic system．Using each phytogeographicalelement，We also found some  

SynChorologlC SyntaXa．  

1年単位でまとめねばならないという時間的制約から，  

一部の植生については，各地方ごとに現地植生調査資  

料と関連する既存資料を組成表にまとめて，植生単位  

とその群落体系を暫定的に決めている。また植生単位  

の決定に際しても，当該群落と隣接群落の種組成的な  

関連性への考察や，他の地域に分布する同質群落との  

種組成的な比較検討を十分に行えなかったものもある。   

また日本植生誌の巻ごとに植生単位の新たな記載，  

名称や群落体系の変更などに際して十分に検討を行っ  

ているにしても，植生単位をどこでどのように変更し，  

最終的にどのように体系づけたかの詳しい経緯につい  

て当事者や当該分野を専門とする研究者にしか知りえ  

ない面もあるなど，本書を参考資料として活用しよう  

とする他の研究分野の人達には，どの植生単位を使用  

してよいのか分かりにくいとの指摘もある。   

ところで同じ植物群落を対象とした研究論文，報告  

書などの既発表資料を比較すると，当該群集を識別す  

る標徴種および区分種の内容が異なっていることが多  

い。その理由として，調査地域のフロラの違いのほか  

に，植物社会学の基本単位である「群集」に対する考  

は じ め に  

本報の筆者の一人である大野も共著者として深く関  

わった日本植生誌全10巻が刊行されてからすでに10年  

近くが経過している。本書は，各地方に分布する植生  

全般について植物社会学的調査方法により解析し，当  

該地方に分布する植生全般を類型分類，体系化したも  

のである。   

こうした植物社会学的植生調査に基づいて行われる  

群落分類の基本単位となるのが「群集」である。この  

群集を確定する標徴種の選定に際しては，隣接群落な  

ど地域植生との全般にわたる種組成の比較だけでなく，  

異なる地方にも分布する同質群落との種組成の比較に  

基づいて，さらに生態的あるいは地理的特性，そして  

植生遷移なども考慮して行わなければならない（山中，  

1979；大野，1994）。   

日本植生誌では植物社会学的単位の記述は，原則的  

に群集の命名規約（Barkman，Moravec ＆  

Rauschert，1976，1986；鈴木，1977；鈴木・伊藤・  

豊原，1985）に従っているが，本書が各地方の植生を  
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え方が研究者によりまちまちであることなどが考えら  

れる。   

現在筆者らは，従来の植物社会学的群落分類の研究  

に並行して，景観生態学的研究を展開しているが，景  

観の構造解析や質的評価を行う場合にも不変的な植生  

単位の存在が不可欠である。   

以上のような状況から，混乱した状態にある植生単  

位や群落体系を明確なものにし，群集を確定する普遍  

的な基準を確立する必要がある。そこで筆者らは，日  

本植生誌を執筆した責任と学問的な興味もあり，本書  

に記載された膨大な植生学的研究成果の一部見直しを  

始めている。その一環として今回，中国山地の冷温帯  

（山地帯）と暖温帯（低地帯）の間に植生帯を形成す  

るいわゆる暖温帯落葉広葉樹林（吉良，1949；吉良は  

か，1976）の主要構成林であるイヌブナ林に関する既  

存の植物社会学的調査研究資料を用いて改めて群落組  

成表を作成し，当地方で記載された植生単位に対する  

再検討の意味を含めて，再度イヌブナ林の類型区分を  

行った。  

ほか，1979）。   

このほか，Ishibashi（1979）は中国山地のイヌブ  

ナ林に関する植物社会学的研究を行い，そこで新たに  

ツルシキミーイヌブナ群集とミヤマハハソーイヌブナ  

群集の2群集を認め，これらをイヌブナ亜群団にまと  

めている。また宮脇らは日本植生誌の中国，近畿，中  

部で中西らの認めたチャボガヤーイヌブナ群集を報告  

している（宮脇，1983，1984，1985）。   

このように，同じ中国山地に分布するイヌブナ林で  

ありながあら，堀川らのようにイヌブナ林を遷移段階  

の途中相とみなすものもいれば，中西らのように独自  

の群集として認めるものもいる。また群集として認め  

た場合でも，同じ群集として再確認される場合もあれ  

ば，別の群集名で新たに記載されることもある。さら  

に同じ群集名で報告されていても，その群集標徴種の  

内容は研究者により千差万別である。  

研 究 方 法  

はじめにも述べたように，本研究の主眼は，現在混  

乱した状態にある植物社会学的植生分類に関する規範  

を明確にし，群集を確定する普遍的な基準の確立にあ  

る。このため本研究では，T弘Ⅹenら（Tiixen ＆  

Kawamura，1975）が提唱した多次元的群落分類の  

手法を拠り所にして植生単位の識別および類型区分を  

行った。この多次元的群落分類では，群集内部にみら  

れる組成群の成因を特定し，その主要因に対応した植  

生単位に類型区分することができる（大野，1994）。   

多次元的群落分類により識別される植生単位には，  

植物社会学的単位（syntaxonomic unit），群落形態  

的単位（synmorphologic unit），群落動態的単位  

（syndynamic unit），そして群落分布学的単位  

（synchorologic unit）などがある。このうち植物社  

会学的単位は，適合度（Braun－Blanquet，1964）の  

評価基準に従って抽出される標徴種および区分種によっ  

て決定される群集を基本単位とする階級的単位である。  

この群集の下位単位である亜群集，変群集，亜変群集  

を識別する組成群は，土地的一生態的要因に由来した  

ものに限定している（Ttixen＆Kawamura，1975；  

大野，1994）。   

一方，群落形態的単位，群落動態的単位，群落分布  

学的単位は，群集下位単位と同様に群集内部の種組成  

の変動を示したものである。これらの植生単位は，そ  

れぞれ生態的，遷移的，地史的要因に由来したもので  

あり，これらの要素を解析することで，当該植生単位  

が分化・成立する要因や機構を明らかにすることがで   

中国山地のイヌブナ林  

研究対象となった自然性あるいは半自然性のイヌブ  

ナ優占林は，中国山地の標高500～900mの低山地帯に  

局所的にしかも小面積で残存している。このイヌブナ  

優占林に関する本格的な植物社会学的研究は，堀川ら  

により広島県芸北地方（三段峡）において行われてい  

る（堀川・佐々木，1959；堀川はか，1966）。彼らの  

見解によれば，この地域のイヌブナ林は中国山地の間  

帯の目印として重要な群落であるが，山地帯下部では  

ツガ林を，また山地帯上部ではブナ林を極相とする系  

列（sere）の上にある群落で，それ自体を極相群落と  

認めるには問題があるとしている（堀川・佐々木，  

1959；堀川ほか，1966）。   

これに対して中西らは，兵庫県西部の音水地域にお  

ける植物社会学的研究において，高木層を表日本中間  

帯の植物が，低木層，林床を裏日本特有の植物が占め，  

気候環境的に鈴木（1962）のいう準裏日本気候区に成  

立する暖帯落葉樹林あるいは潜在自然植生の一つとし  

てチャボガヤーイヌブナ群集（Torreyo－Fagetum  

japonicae）を記載した（中西・本間・田住，1970；  

中西・武田，1974）。その後，中西ら（中西・西本，  

1981）は，吉良（1949）の温量指数の関係からも，中  

国山地の森林帯の一つを形成しているイヌブナ林 に  

ついて論じている。さらに島根県の匹見地方において  

イヌブナーチエウゴクザサ群落を報告している（中西  
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基準地：兵庫県宍粟郡波賀町音水   

異 名：イヌブナーチエウゴクザサ分群集（堀川・  

佐々木，1959），イヌブナーチマキザサ群  

落（堀川ほか，1966），イヌブナーチ土ウ  

ゴクザサ群落（中西はか，1979），イヌブ  

ナーツルシキミ群集（Ishibashi，1979），  

イヌブナーミヤマハハソ群集（Ishibashi，  

1979）  

大野（1998）の日本海型ブナ林の群落分類体系によ  

れば，ムラサキマユミとチャボガヤは中国地方のフロ  

ラを特徴づける植物とされているものであるが，チャ  

ボガヤーイヌブナ群集との適合度も高く，本群集の重  

要な標徴種とみなすことができる。このうちチャボガ  

ヤは，中国山地の渓谷地の崖錐斜面に分布するチャボ  

ガヤーケヤキ群集（宮脇，1977，1983；Ohno，1983）  

の標徴種でもある。オクノカンスゲは，山地帯に限ら  

ず亜高山帯にも広範に分布し，ことさらイヌブナ林を  

特徴づける植物ではない。しかしオクノカンスゲは，  

他の地方に比べて中国山地のイヌブナ林の林床に高被  

度，高頻度に出現することから本群集の区分種とみな  

した（Tablel）。   

すでに中西ら（中西・本間・田住，1970；中西ほか，  

1979）は，チャボガヤーイヌブナ群集が山地帯下部の，  

土壌が湿潤で不安定立地の山腹斜面から，土壌が乾性  

で安定立地の尾根部に広く成立することを指摘してい  

る。気候環境的には，準日本海気候区（鈴木，1962）  

に属し，いわゆる暖温帯落葉広葉樹林域の潜在自然植  

生の一つと考えられる。チャボガヤーイヌブナ群集は，  

中国山地に集中的に分布するほか，局地的ながら近畿  

地方の北部に分布する（宮脇，1983，1984，1985）。   

2）下位単位   

このチャボガヤーイヌブナ群集は，特定の区分種を  

ノ． もたない典型亜群集（Subass．typicum：Runnlng  
no，1－5in Tablel），マルバアオダモ，バイカツツ  

ジ，マンサク，アラゲミツバツツジ，ホツツジなどの  

種群で区分されるマルバアオダモ亜群集  

（fraxinetosum sieboldianae：Running no．6－11  

in Tablel），モミ，シログモで特徴づけられるモミ  

亜群集（abietosum firmae：Running no．12－17  

in Tablel）に下位区分された。   

各亜群集を構成する植物からそれぞれの成立立地が  

推測できる。すなわち典型亜群集は，土壌の湿潤で不  

安定な急傾斜地から土壌が浅く，乾性な尾根斜面に広  

範に分布する。Ishibashi（1979）が認めたイヌブナー  

ツルシキミ群集とイヌブナーミヤマハハソ群集の大部   

きる。   

今回作成された中国山地のイヌブナ林の総合常在度  

表において，植物社会学的下位単位は，土地的一生態  

的要因によるものに限定し，地史的あるいは地理的要  

因に起因する組成群は群落分布学的単位とみなした。  

類型区分された組成群がどのような要因に由来し，ま  

たどのような植物要素で構成されているかの診断は，  

既発表の植物社会学的群落分類体系に基づいて行った。  

とくにイヌブナ林と種組成的に関連性の強いイヌシデー  

コナラ群団やコナラーミズナラオーダーなどの上級単  

位については宮脇ら（宮脇，1971）の，またスズタケー  

ブナ群団，ササーブナオーダー，ブナクラスについて  

は福嶋ら（福嶋ほか，1995）の群落分類体系を参照し  

た。このはか筆者らが発表したイヌブナ林の体系（大  

野ほか，1998）やチシマザサーブナ群団の体系（大野，  

1998）なども組成群の要素内容の判別に用いた。  

結果および考察  

チャボガヤーイヌブナ群集の分類体系の再検討のた  

めに，本群集の原記載となる中西らの既発表資料（中  

西・本間・田住，1970；中西はか，1979）のはか，石  

橋（Ishibashi，1979）の博士論文，そして宮脇らに  

よる日本植生誌の中国，近畿，中部（宮脇，1983，  

1984，1985）の資料を用いて総合常在度を作成し，多  

次元的群落分窺の視点から再度植生単位の類型区分を  

行った。以下に今回明にした植物社会学的単位および  

植生地理学的単位とそれぞれを特徴づけている組成群  

の内容を示した。  

1．植物社会学的単位   

イヌブナ林に関する既存の植物社会学的調査研究資  

料に基づいた種組成の比較から，中国山地に分布する  

イヌブナ林が，中西ら（中西・本間・田住，1970）が  

記載したチャボガヤーイヌブナ群集であることを再確  

認した。今回明らかにされたチャボガヤーイヌブナ群  

集の同定に係わる典拠，標徴種および区分種，選定範  

型，異名，階級的単位体系は以下の通りである。  

1）チャボガヤーイヌブナ群集Torreyo－  

Fagetum］apOnicaeNakanishietal．1970   

典 拠：中西・本間・田住（1970）Table6   

標教程：ムラキマユミ 属五071ツm比S gα花CeOgαと捉S，  

チャボガヤアorreγα花αC的rαVar．  

rαdZcα几S   

区分種：オクノカンスゲCαreエルg云os云ssZmα   

選定範型：中西ほか（1970），Table6，041  
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クーイヌブナ群集（宮脇，1981，1982，1984，1985，  

1986）の主要な要素である，タムシバ，タンナサワフ  

タギ，コガクウツギ，コバノミツバツツジが高常在度  

に分布している（Tablel）。   

このほか隣接群落である温帯針葉樹林のクロソヨゴー  

ッガ群集（堀川・佐々木，1959）の構成要素であるツ  

ガ，アセビ，ダイセンミツバツツジ ，ヤマシグレ，オ  

オイ‾ワカガミや，暖温帯常緑樹林のヒメアオキーウラ  

ジロガシ群集（佐々木，1958）の重要な要素であるウ  

ラジロガシ ，ソヨゴなどの植物の出現頻度が高い  

（Tablel）。   

また，チャボガヤーイヌブナ群集の上級単位ではな  

いが，ブナ，コハウチワカエデ，ミヤマガマズミ，コ  

シアプラ，ウワミズザクラ，ハウチワカェデ，ホオノ  

キ，トチノヰ，コミネカェデなどの種群で特徴づけら  

れるササーブナオーダー（宮脇・大場・村瀬，1964；  

福嶋ほか，1995）に属し，ツルシキミ，ハイイヌツゲ，  

チマキザサなど日本海要素（山崎，1959；福岡，1966；  

堀田，1974など）の植物とともに日本海型ブナ林のチ  

シマ舟－ブナ群団（宮脇・大場・村瀬，1964；大艶  

1998）を特徴づけるハイイヌガヤ，エゾユズリハ，ヒ  

メアオキ，ヒメモチ，ヤマモミジ，スミレサイシンや，  

太平洋型ブナ林のスズタケーブナ群団（宮脇・大場・  

村瀬，1964；福嶋はか，1995）を特徴づけるクロモジ，  

ヨグソミネバリ，ヤマボウシ，オトコヨゾメなども本  

群集を構成する主要な組成群である（Tablel）。  

2．群落分布学的単位   

チャボガヤーイヌブナ群集の内部において，階級的  

単位である植物社会学的単位体系とは別に地域フロラ  

の違いに起因する組成群の地理的変動が確認された。   

1）太平洋低山地要素   

マルバアオダモーミズナラ群団あるいはコナラーミ  

ズナラオーダーの要素（大野はか，1998）であるアワ  

プキ，マップサ，ハクウンボク，コバノガマズミ，イ  

ヌシデ，ムラサキシキブ，ヤプムラサキや，スズタケー  

ブナ群団あるいはササーブナオーダーの要素（大野ほ  

か，1998）であるクマシデ，シラキ，ウリハダカエデ  

などの植物は，太平洋側の低山地帯を中心に全般的に  

分布するが，中国山地の一部の地域ではチャボガヤー  

イヌブナ群集のなかに出現していない。これらの植物  

で識別される組成群は，チャボガヤーイヌブナ群集内  

部の地域的な変動を示すものとして理解される。本研  

究ではこの組成群を群落分布学的単位の太平洋低山地  

要素として区分した（Tablel）。   

分は，この典型亜群集に含まれる。またマルバアオダ  

モ亜群集は，土壌が浅く乾性な尾根斜面に，そしてモ  

ミ亜群集は，土壌が厚く安定した尾根斜面に分布する。  

今回作成された総合常在度表（Tablel）でも明らか  

なように，各亜群集の成立する立地は地形的に隣接し  

ており，種組成的にもそれぞれの領域にオーバーラッ  

プしながら分布している。   

3）上級単位   

中西ら（中西・本間・田住，1970）はチャボガヤー  

イヌブナ群集を最初ツガ群団（鈴木，1952）に位置づ  

けていたが，その後ブナーチマキザサ群団（中西はか，  

1979）に移している。また宮脇（1984，1985）はチャ  

ボガヤーイヌブナ群集を，宮脇ら（1971）によるイヌ  

シデーコナラ群団，コナラーミズナラオーダーに位置  

づけている。一方，石橋（Ishibashi，1979）は独自  

の群落体系を展開するなかで，中国山地のイヌブナ林  

をイヌブナ亜群団，その上級単位のミズナラ群団に位  

置づけている。このようにチャボガヤーイヌブナ群集  

の上級単位については，いろいろな見解が示されてい  

が，中国地方に限らず他の地域のイヌブナ林との種組  

成的な比較のなかで検討する必要がある。   

本研究では，筆者ら（大野はか，1998）がまとめた  

太平洋側に分布するイヌブナ林の分類体系との種組成  

的比較を行った結果，チャボガヤーイヌブナ群集を，  

イヌブナ，アカシデ，ウラジロノヰ，ミヤマハハソ，  

ウリカエデ，カスミザクラを標徴種として，大場  

（1973，1974）が裸名で記載し，その後，和田（1982）  

により正当化されたマルバアオダモーミズナラ群団  

（Fraxino－Quercion mongolicae grosseserratae  

Ohba ex Wada1982）に位置づけている（Tablel）。   

さらにマルバアオダモーミズナラ群団は，エゴノも  

アオハダ，コマユミ，カマツカ，アズキナシ，ヤマザ  

クラ，クリ，ダンコウバイ，ネジキ，コナラを標徴種  

として，宮脇ら（宮脇はか，1971）のコナラーミズナ  

ラオーダー（Quercetalia serrato－grOSSeSerratae  

Miyawakiet al．1971）にまとめられる（Tablel）。   

コナラーミズナラオーダーは日本の温帯夏緑広葉樹  

林を包括し，ミズナラ，リョウブ，ツリバナ，アオダ  

モ，イタヤカエデ，チゴユリを標徴種とするブナクラ  

ス（Fagetea crenatae Miyawaki，Ohba et  

Murase1964）（宮脇・大場・村瀬，1964；福嶋はか，  

1995）にまとめられる（Tablel）。   

4）その他の群集および上級単位の要素   

チャボガヤーイヌブナ群集を構成する組成群のなか  

には，九州，四国，近畿など西南日本の太平洋側の低  

山地帯に分布するイヌブナ林をまとめたコハクウンボ  
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2）中国地方要素   

スギ，ウスギヨウラク，ケアクシバ，ヤマソテツ，  

キジノオシダなどの植物は，中国地方など西南日本の  

低地帯や山地帯に広範に分布しており，とくにチャボ  

ガヤーイヌブナ群集を階級的に特徴づける種群ではな  

い。しかしこれらの植物は一部の地域のチャボガヤー  

イヌブナ群集には出現しない。これらの植物で識別さ  

れる組成群は，チャボガヤーイヌブナ群集内部の地域  

的な変動を示すものとして理解される。本研究ではこ  

の組成群を群落分布学的単位の中国地方要素とみなし  

た（Tablel）。  

3．チャボガヤーイヌブナ群集の組成構造の成立と多  

様性   

本研究で用いた多次元的な群落分類により，中国山  

地に分布するチャボガヤ…イヌブナ群集の種組成的内  

容が明らかとなった。すなわちチャボガヤーイヌブナ  

群集は，マルバアオダモーミズナラ群団やコナラーミ  

ズナラオーダーなど上級単位の標徴種を多数伴うなど，  

基本的には九州，四国，近畿の太平洋側に分布するイ  

ヌブナ林と類似した種組成を持っている。とくにソハ  

ヤキ要素（堀田，1974）の植物で特徴づけられたコハ  

クウンボクーイヌブナ群集との種組成的な共通性が認  

められる（Tablel）。その一方で，チャボガヤーイ  

ヌブナ群集には，中国地方の山地帯上部に分布するク  

ロモジーブナ群集（堀川・佐々木，1959）と同様に，  

太平洋型分布のイヌブナ林にはみられないチシマザサー  

ブナ群団や日本海要素の植物が高い頻度で分布する。   

このように異なる階級的組成群が混在し，フロラ的  

要素の重なりが生じた原因として，チャボガヤーイヌ  

ブナ群集の分布する中国山地が，気候環境的に太平洋  

気候区と日本海気候区の推移帯となる準日本海気候区  

（鈴木，1962）に位置しているためと考えられている  

（中西・本間・田住，1970；中西ほか，1979）。   

またチャボガヤーイヌブナ群集の垂直的な分布域は，  

山地帯下部でウラジロガシ林やモミ林に接し，山地帯  

上部でブナ林に接するいわゆる暖温帯落葉広葉樹林帯  

（吉良はか，1976）に位置していることから，本群集  

には，ヤブツバキクラス（宮脇はか，1971）の植物や  

ブナクラス（宮脇・大場・村瀬，1964）の植物も多数  

含まれている。さらにチャボガヤーイヌブナ群集の成  

立する立地は，尾根部で温帯針葉樹林のツガ林に，谷  

部で渓畔・渓谷林のサワグルミ林やケヤキ林に隣接し  

ており，このため本群集には両方の隣接群落の要素も  

少なからずみられる。   

このようにチャボガヤーイヌブナ群集は，様々なレ  

ベルの階級的単位，地理的単位，そしてフロラ的要素  

が複雑に重なり合い，組成構造的に多様性に富んだ森  

林植生ということができる。  

お わ り に  

はじめにも述べたが，植物群落は，土地的一生態的  

な環境傾度に沿って分布する植物だけでなく，気候的  

環境，地域フロラの地史的背景，遷移段階など，様々  

な要因と因果関係を持った植物によって構成されてい  

る。従って，種組成的な解析や組成群の要素分析に基  

づいて植物群落を分類し体系づける場合，それぞれの  

要因を座標軸として，多次元的に類型区分し体系づけ  

る方が自然で都合がよい。その点で，従来の植物社会  

学的単位とは別の植生単位を識別するT弘Ⅹenら  

（Tilxen＆Kawamura，1975）の多次元的な群落分  

類の手法は合理的である。本研究では特に詳しく言及  

しなかったが，この多次元的群落分類は，群集分化・  

成立の問題（野寺・奥富，1990；西尾・福嶋，1998；  

島野，1998）に種組成的な側面から対処しうる有効な  

研究手法となると期待される。  
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